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総
務
産
業
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

①
産
業
人
材
の
確
保
策
に
つ
い
て

① 

産
業
人
材
の
確
保
策

に
つ
い
て

　

現
状
と
課
題
、
現
在
実

施
し
て
い
る
本
町
の
施
策
、

今
後
の
実
施
方
針
に
つ
い

て
、
農
林
課
・
商
工
観
光

課
か
ら
説
明
を
受
け
て
調

査
を
実
施
し
た
。

　

今
後
の
具
体
的
施
策
案

と
し
て
、
人
材
確
保
育
成

会
社
（
仮
称
）
の
設
立
に

よ
り
労
働
力
を
確
保
す
る

と
し
て
お
り
、
そ
れ
を
検

討
・
推
進
す
る
母
体
と
し

て
関
係
課
の
担
当
者
で
構

成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
平
成
29
年
中
に
立

ち
上
げ
、
設
立
に
向
け
た

構
想
案
の
策
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
中
の
完
了
を

目
指
し
た
い
と
の
こ
と
。

　

委
員
か
ら
は
「
町
外
に

人
材
を
求
め
る
だ
け
で
は

な
く
、
資
格
取
得
等
に
よ

り
人
材
育
成
を
す
る
と
い

う
考
え
方
も
大
切
」「
農
業
、

医
療
・
福
祉
分
野
の
人
員

確
保
を
重
点
的
に
行
う
べ

き
」「
外
国
人
材
の
活
用

や
定
年
退
職
し
た
方
な
ど
、

埋
も
れ
た
人
材
を
活
用
す

る
方
策
を
検
討
す
べ
き
」

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

全
産
業
分
野
に
担
い
手

不
足
・
労
働
力
不
足
が
広

が
っ
て
い
る
実
情
を
把
握

し
、
早
期
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る

と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
・
商
工

会
等
と
連
携
し
、
早
急
に

検
討
・
実
践
す
る
よ
う
提

言
し
、
調
査
報
告
と
す
る
。

②
災
害
復
旧
の
状
況
に
つ

い
て

　
水
道
課
・
建
設
課
・
農

林
課
か
ら
説
明
を
受
け
て

調
査
を
実
施
し
た
。
併
せ

て
、
現
地
調
査
を
実
施
し

状
況
を
確
認
し
た
。

　

水
道
の
災
害
復
旧
状
況

に
つ
い
て
、
第
１
浄
水
場

か
ら
の
配
水
管
路
は
、
昨

年
の
う
ち
に
本
復
旧
と
し

て
終
了
し
て
い
る
。
取
水

施
設
は
12
月
末
、
第
２
浄

水
場
か
ら
の
配
水
管
路
は

11
月
末
ま
で
の
完
了
予
定

と
な
っ
て
い
た
が
、
資
材

の
不
足
に
よ
り
納
期
が
遅

く
な
り
、
完
了
予
定
が
本

年
度
中
に
な
っ
た
と
の
説

明
を
受
け
た
。

　

農
業
用
水
施
設
に
つ
い

て
は
、
石
山
地
区
及
び
円

山
地
区
の
２
系
列
と
も
被

害
を
受
け
た
。
両
地
区
の

頭
首
工
に
つ
い
て
は
北
海

道
開
発
局
の
直
轄
事
業
と

し
て
来
年
秋
ま
で
に
復
旧

を
終
了
す
る
見
込
み
と
な

っ
て
い
る
。
本
年
度
は
、

各
送
配
水
管
路
の
本
復
旧

工
事
、
調
整
池
の
電
気
設

備
及
び
機
械
設
備
工
事
、

導
水
管
路
の
復
旧
工
事
が

本
町
の
事
業
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
が
、
調
整
池
の

機
械
設
備
で
は
洗
砂
機
器

な
ど
の
損
壊
が
確
認
さ
れ
、

製
造
に
相
当
な
時
間
を
要

す
る
こ
と
、
導
水
管
路
は

管
資
材
の
不
足
に
よ
る
納

期
遅
延
や
査
定
時
に
確
認

で
き
な
か
っ
た
箇
所
の
試

掘
で
更
に
被
災
が
見
つ
か

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
年

度
中
に
完
了
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
次
年
度
秋
頃
に

な
る
と
の
説
明
を
受
け
た
。

　

公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
工
事
の
進
捗
状
況
は
、

こ
れ
ま
で
の
発
注
工
事
が

合
計
27
件
で
ほ
ぼ
順
調
に

進
ん
で
い
る
。
４
か
所
の

道
路
工
事
が
未
完
了
で
あ

る
が
、
年
度
内
に
は
完
了

す
る
と
の
こ
と
。
平
成
30

年
度
は
、
石
山
橋
に
接
続

す
る
道
路
本
体
の
復
旧
と

本
年
度
新
た
に
発
見
し
た

５
か
所
に
つ
い
て
災
害
復

旧
工
事
を
行
う
予
定
で
あ

る
。

　

ペ
ケ
レ
ベ
ツ
川
復
旧
事

業
に
伴
う
橋
梁
の
架
替
え

工
事
（
石
山
橋
・
ペ
ケ
レ

ベ
ツ
橋
・
錦
橋
・
新
錦
橋
）

は
、
河
川
を
改
修
す
る
北

海
道
が
平
成
32
年
３
月
開

通
に
向
け
て
進
め
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
北
海
道
が
管

理
す
る
久
山
川
・
芽
室
川
・

小
林
川
等
に
関
し
て
は
、

随
時
発
注
を
進
め
て
い
る

が
護
岸
ブ
ロ
ッ
ク
の
調
達

に
苦
慮
し
て
お
り
、
発
注

条
件
を
変
更
し
て
対
応
し

て
い
る
と
の
こ
と
。

　

農
地
被
害
に
つ
い
て
は

全
て
発
注
済
み
で
、
工
事

は
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
る
。

　

農
地
災
害
復
旧
後
の
土

づ
く
り
の
た
め
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
調
査
な
ど
は
国

や
北
海
道
・
地
域
と
協
力

し
て
実
施
す
る
事
業
と
し

て
計
画
中
で
あ
り
、
激
甚

災
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
の

自
己
負
担
分
や
被
災
し
た

農
地
を
自
己
復
旧
し
た
方
々

へ
の
支
援
な
ど
は
、
本
町

独
自
の
支
援
策
と
し
て
計

画
中
で
あ
る
。

　

排
水
路
に
つ
い
て
は
資

材
不
足
な
ど
に
よ
り
、
団

体
営
86
地
区
で
発
注
率

51
・
4
パ
ー
セ
ン
ト
の
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
地
調
査
と
し
て
、
４

か
所
を
調
査
し
説
明
を
受

け
た
。
す
べ
て
の
復
旧
が

早
期
に
完
了
す
る
こ
と
を

望
む
が
現
状
復
旧
が
主
で

あ
る
た
め
、
今
後
の
災
害
・

減
災
対
策
と
と
も
に
町
民

の
命
と
財
産
を
守
る
た
め

の
施
策
・
事
業
の
検
討
・

実
施
を
望
む
。

委 員 会
レ ポ ー ト

②
災
害
復
旧
の
状
況
に
つ
い
て

町内の災害復旧の現場を視察
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委員会活動として閉会中に行った所管事務調査の内容を、
各委員会は平成29年第10回定例会において報告しました。
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常
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報
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保
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

　

本
町
に
お
い
て
保
育
所

の
建
設
事
業
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
訓
子
府
町

認
定
こ
ど
も
園
「
わ
く
わ

く
園
」
と
美
唄
市
立
ピ
パ

の
子
保
育
園
を
訪
問
し
、

調
査
を
実
施
し
た
。

訓
子
府
町
認
定
こ
ど
も
園

「
わ
く
わ
く
園
」

　

建
物
構
造
は
木
造
平
屋

建
、
建
設
事
業
費
は
約
12

億
円
。
定
員
が
２
０
０
名

の
町
立
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
と
し
て
、
平
成

28
年
４
月
１
日
に
開
設
。

　

園
舎
は
、
芝
生
の
中
庭

（
は
だ
し
の
庭
）
を
中
心

に
回
遊
性
の
あ
る
廊
下
で

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
で

周
囲
か
ら
目
が
行
き
届
き
、

園
舎
全
体
に
一
体
感
が
生

ま
れ
て
い
る
。
町
産
カ
ラ

マ
ツ
の
集
成
材
を
採
用
し

た
木
造
で
、
床
材
は
姉
妹

町
の
高
知
県
津
野
町
産
材

ヒ
ノ
キ
を
使
用
、
外
壁
は

建
築
の
際
に
出
た
現
場
掘

削
土
を
練
り
込
ん
だ
レ
ン

ガ
タ
イ
ル
を
採
用
す
る
な

ど
準
耐
火
建
築
物
と
す
る

こ
と
で
、
繊
細
な
構
造
表

現
と
な
っ
て
い
る
。
外
張

り
断
熱
工
法
と
断
熱
サ
ッ

シ
・
超
高
断
熱
ガ
ラ
ス
を

採
用
し
、
夏
は
中
庭
を
風

が
通
り
抜
け
て
涼
し
く
、

冬
は
温
度
ム
ラ
の
な
い
快

適
な
環
境
で
、
地
中
熱
を

利
用
し
た
床
冷
暖
房
や
太

陽
光
発
電
・
蓄
電
設
備
の

採
用
な
ど
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
し
た
環
境
に

優
し
い
園
舎
で
あ
る
。
何

よ
り
も
自
然
光
の
明
る
さ

が
す
が
す
が
し
く
快
適
で
、

木
造
と
の
調
和
が
取
れ
て

い
る
。
天
井
の
高
さ
が
５
・

５
メ
ー
ト
ル
の
「
遊
戯
室
」、

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
や
ロ
ー
プ

登
り
が
楽
し
め
る
「
プ
レ

イ
ウ
ォ
ー
ル
」
が
あ
り
、

園
庭
に
は
特
徴
的
な
デ
ザ

イ
ン
の
木
製
遊
具
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
に
よ
る
地
域
の

子
育
て
支
援
活
動
、
移
動

キ
ッ
チ
ン
の
活
用
な
ど
に

よ
る
調
理
体
験
や
地
域
食

材
の
活
用
、
食
育
を
中
心

と
し
た
地
域
連
携
と
完
全

給
食
の
提
供
、
全
て
の
乳

幼
児
が
入
園
可
能
な
制
度

整
備
に
よ
る
保
護
者
の
就

労
支
援
な
ど
、
ニ
ー
ズ
に

配
慮
し
た
運
営
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　
美
唄
市
立

　
ピ
パ
の
子
保
育
園

　

建
物
構
造
は
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
、
建

設
事
業
費
は
約
４
億
４
千

万
円
。
園
舎
に
つ
い
て
は
、

駅
周
辺
で
利
便
性
が
良
く
、

建
設
費
用
の
軽
減
や
建
物

の
有
効
利
用
が
図
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
３

月
末
に
閉
校
し
た
専
門
学

校
の
施
設
を
改
修
し
、
平

成
28
年
４
月
１
日
か
ら
開

園
し
て
い
る
。

　

広
い
窓
か
ら
の
自
然
光
、

用
途
に
よ
っ
て
開
放
可
能

な
可
動
式
壁
の
保
健
室
を

設
置
。
木
の
ぬ
く
も
り
で

優
し
く
落
ち
着
け
る
内
装

と
な
っ
て
い
る
。
０
歳
か

ら
２
歳
児
の
保
育
室
及
び

午
睡
室
に
は
空
調
設
備
が
、

３
階
に
は
全
児
童
が
集
合

で
き
る
遊
戯
室
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。
安
全
な
給
食

提
供
の
た
め
、
調
理
室
内

に
は
調
理
員
専
用
ト
イ
レ

と
空
調
設
備
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。

　

２
階
以
上
に
保
育
室
が

あ
る
た
め
、
防
火
設
備
と

避
難
用
滑
り
台
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
階
段
の
段
差

改
修
、
手
す
り
の
設
置
や

柱
・
建
具
・
棚
等
の
面
取

り
も
施
さ
れ
、
安
全
面
で

の
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
。

各
箇
所
に
防
犯
カ
メ
ラ
が

設
置
さ
れ
、
長
時
間
記
録

も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情

報
発
信
を
行
っ
て
お
り
、

運
動
支
援
の
取
り
組
み
を

専
門
家
の
指
導
も
受
け
な

が
ら
実
施
し
て
い
る
。
花

育
（
植
物
を
育
む
こ
と
が

心
豊
か
な
人
間
形
成
に
役

立
つ
）
な
ど
も
実
践
し
て

い
る
。

【
ま
と
め
】

　

両
施
設
に
共
通
す
る
こ

と
は
、
財
源
問
題
を
含
め

地
域
的
条
件
、
自
然
条
件

を
最
大
限
に
生
か
し
た
建

設
で
あ
り
、
関
係
者
の
意

見
が
施
設
設
備
の
細
部
に

生
か
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
保
育
所
等
の
整

備
に
係
る
国
・
道
か
ら
の

補
助
制
度
は
な
い
。
建
設

予
算
と
町
の
財
源
、
建
物

の
イ
メ
ー
ジ
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
課
題
で
あ
る
。

　

保
育
施
設
の
建
設
に
向

け
て
は
、
町
民
意
見
の
反

映
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

保
護
者
・
保
育
士
な
ど
関

係
者
と
の
意
見
交
換
を
重

ね
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

幼
児
期
の
教
育
・
保
育

は
安
全
で
安
心
な
環
境
の

も
と
、
子
ど
も
の
よ
り
よ

い
育
ち
を
実
現
す
る
こ
と

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の

よ
う
な
環
境
づ
く
り
の
た

め
に
は
、
子
育
て
に
対
す

る
町
民
の
関
心
や
理
解
を

高
め
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。

訓子府町と美唄市の保育施設を
視察
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